
 タイトル(書名)   章：節　聖句　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　 　　　　　　     （新共同訳）

K ルツ記
1:2 その人は名をエリメレク、妻はナオミ、二人の息子はマフロンとキルヨンといい、ユダのベツレヘム出身のエフラタ族の
者であった。彼らはモアブの野に着き、そこに住んだ。

K ルツ記 1:3 夫エリメレクは、ナオミと二人の息子を残して死んだ。

K ルツ記 1:4 息子たちはその後、モアブの女を妻とした。一人はオルパ、もう一人はルツといった。十年ほどそこに暮らしたが、

K ルツ記 1:5 マフロンとキルヨンの二人も死に、ナオミは夫と二人の息子に先立たれ、一人残された。

K ルツ記
1:6 ナオミは、モアブの野を去って国に帰ることにし、嫁たちも従った。主がその民を顧み、食べ物をお与えになったという
ことを彼女はモアブの野で聞いたのである。

K ルツ記 1:7 ナオミは住み慣れた場所を後にし、二人の嫁もついて行った。

K ルツ記
1:8 ナオミは二人の嫁に言った。「自分の里に帰りなさい。あなたたちは死んだ息子にもわたしにもよく尽くしてくれた。どう
か主がそれに報い、あなたたちに慈しみを垂れてくださいますように。

K ルツ記
1:9 どうか主がそれぞれに新しい嫁ぎ先を与え、あなたたちが安らぎを得られますように。」ナオミが二人に別れの口づけ
をすると、二人は声をあげて泣いて、

K ルツ記 1:10 言った。「いいえ、御一緒にあなたの民のもとへ帰ります。」

K ルツ記
1:11 ナオミは言った。「わたしの娘たちよ、帰りなさい。どうしてついて来るのですか。あなたたちの夫になるような子供が
わたしの胎内にまだいるとでも思っているのですか。

K ルツ記
1:14 二人はまた声をあげて泣いた。オルパはやがて、しゅうとめに別れの口づけをしたが、ルツはすがりついて離れな
かった。

K ルツ記
1:15 ナオミは言った。「あのとおり、あなたの相嫁は自分の民、自分の神のもとへ帰って行こうとしている。あなたも後を
追って行きなさい。」

K ルツ記
1:16 ルツは言った。「あなたを見捨て、あなたに背を向けて帰れなどと、そんなひどいことを強いないでください。わたし
は、あなたの行かれる所に行き／お泊まりになる所に泊まります。あなたの民はわたしの民／あなたの神はわたしの神。

K ルツ記 1:18 同行の決意が固いのを見て、ナオミはルツを説き伏せることをやめた。

K ルツ記
1:19 ベツレヘムに着いてみると、町中が二人のことでどよめき、女たちが、ナオミさんではありませんかと声をかけてくる
と、

K ルツ記
1:20 ナオミは言った。「どうか、ナオミ（快い）などと呼ばないで、マラ（苦い）と呼んでください。全能者がわたしをひどい目
に遭わせたのです。

K ルツ記
1:21 出て行くときは、満たされていたわたしを／主はうつろにして帰らせたのです。なぜ、快い（ナオミ）などと呼ぶのです
か。主がわたしを悩ませ／全能者がわたしを不幸に落とされたのに。」

K ルツ記
1:22 ナオミはこうして、モアブ生まれの嫁ルツを連れてモアブの野を去り、帰って来た。二人がベツレヘムに着いたのは、
大麦の刈り入れの始まるころであった。

K ルツ記 2:1 ナオミの夫エリメレクの一族には一人の有力な親戚がいて、その名をボアズといった。

K ルツ記
2:2 モアブの女ルツがナオミに、「畑に行ってみます。だれか厚意を示してくださる方の後ろで、落ち穂を拾わせてもらいま
す」と言うと、ナオミは、「わたしの娘よ、行っておいで」と言った。

K ルツ記
2:3 ルツは出かけて行き、刈り入れをする農夫たちの後について畑で落ち穂を拾ったが、そこはたまたまエリメレクの一族
のボアズが所有する畑地であった。

〔検索対象総数 ： 65  / 聖句等の総数 33250    〕
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K ルツ記
2:4 ボアズがベツレヘムからやって来て、農夫たちに、「主があなたたちと共におられますように」と言うと、彼らも、「主が
あなたを祝福してくださいますように」と言った。

K ルツ記 2:5 ボアズが農夫を監督している召し使いの一人に、そこの若い女は誰の娘かと聞いた。

K ルツ記 2:6 召し使いは答えた。「あの人は、モアブの野からナオミと一緒に戻ったモアブの娘です。

K ルツ記
2:8 ボアズはルツに言った。「わたしの娘よ、よく聞きなさい。よその畑に落ち穂を拾いに行くことはない。ここから離れるこ
となく、わたしのところの女たちと一緒にここにいなさい。

K ルツ記
2:10 ルツは、顔を地につけ、ひれ伏して言った。「よそ者のわたしにこれほど目をかけてくださるとは。厚意を示してくださ
るのは、なぜですか。」

K ルツ記
2:11 ボアズは答えた。「主人が亡くなった後も、しゅうとめに尽くしたこと、両親と生まれ故郷を捨てて、全く見も知らぬ国
に来たことなど、何もかも伝え聞いていました。

K ルツ記
2:13 ルツは言った。「わたしの主よ。どうぞこれからも厚意を示してくださいますように。あなたのはしための一人にも及ば
ぬこのわたしですのに、心に触れる言葉をかけていただいて、本当に慰められました。」

K ルツ記
2:14 食事のとき、ボアズはルツに声をかけた。「こちらに来て、パンを少し食べなさい、一切れずつ酢に浸して。」ルツが
刈り入れをする農夫たちのそばに腰を下ろすと、ボアズは炒り麦をつかんで与えた。ルツは食べ、飽き足りて残すほどで
あった。

K ルツ記
2:15 ルツが腰を上げ、再び落ち穂を拾い始めようとすると、ボアズは若者に命じた。「麦束の間でもあの娘には拾わせる
がよい。止めてはならぬ。

K ルツ記 2:17 ルツはこうして日が暮れるまで畑で落ち穂を拾い集めた。集めた穂を打って取れた大麦は一エファほどにもなった。

K ルツ記
2:18 それを背負って町に帰ると、しゅうとめは嫁が拾い集めてきたものに目をみはった。ルツは飽き足りて残した食べ物
も差し出した。

K ルツ記
2:19 しゅうとめがルツに、「今日は一体どこで落ち穂を拾い集めたのですか。どこで働いてきたのですか。あなたに目をか
けてくださった方に祝福がありますように」と言うと、ルツは、誰のところで働いたかをしゅうとめに報告して言った。「今日
働かせてくださった方は名をボアズと言っておられました。」

K ルツ記
2:20 ナオミは嫁に言った。「どうか、生きている人にも死んだ人にも慈しみを惜しまれない主が、その人を祝福してくださる
ように。」ナオミは更に続けた。「その人はわたしたちと縁続きの人です。わたしたちの家を絶やさないようにする責任のあ
る人の一人です。」

K ルツ記
2:21 モアブの女ルツは言った。「その方はわたしに、『うちの刈り入れが全部済むまで、うちの若者から決して離れないで
いなさい』と言ってくださいました。」

K ルツ記
2:22 ナオミは嫁ルツに答えた。「わたしの娘よ、すばらしいことです。あそこで働く女たちと一緒に畑に行けるとは。よその
畑で、だれかからひどい目に遭わされることもないし。」

K ルツ記
2:23 ルツはこうして、大麦と小麦の刈り入れが終わるまで、ボアズのところで働く女たちから離れることなく落ち穂を拾っ
た。

K ルツ記 2:23 ルツはしゅうとめと一緒に暮らしていたが、

K ルツ記 3:1 しゅうとめのナオミが言った。「わたしの娘よ、わたしはあなたが幸せになる落ち着き先を探してきました。

K ルツ記
3:2 あなたが一緒に働いてきた女たちの雇い主ボアズはわたしたちの親戚です。あの人は今晩、麦打ち場で大麦をふる
い分けるそうです。

K ルツ記 3:5 ルツは、「言われるとおりにいたします」と言い、

K ルツ記
3:7 ボアズは食事をし、飲み終わると心地よくなって、山と積まれた麦束の端に身を横たえた。ルツは忍び寄り、彼の衣の
裾で身を覆って横になった。
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K ルツ記 3:8 夜半になってボアズは寒気がし、手探りで覆いを捜した。見ると、一人の女が足もとに寝ていた。

K ルツ記
3:9 「お前は誰だ」とボアズが言うと、ルツは答えた。「わたしは、あなたのはしためルツです。どうぞあなたの衣の裾を広
げて、このはしためを覆ってください。あなたは家を絶やさぬ責任のある方です。」

K ルツ記
3:10 ボアズは言った。「わたしの娘よ。どうかあなたに主の祝福があるように。あなたは、若者なら、富のあるなしにかか
わらず追いかけるというようなことをしなかった。今あなたが示した真心は、今までの真心よりまさっています。

K ルツ記
3:14 ルツは、夜が明けるまでボアズの足もとで休んだ。ルツはまだ人の見分けのつかない暗いうちに起きた。麦打ち場
に彼女の来たことが人に知られてはならない、とボアズが考えたからである。

K ルツ記
3:15 ボアズは言った。「羽織ってきた肩掛けを出して、しっかりつかんでいなさい。」ルツがしっかりとつかんだ肩掛けの中
に大麦を六杯量ってルツに背負わせると、ボアズは町へ戻って行った。

K ルツ記
3:16 ルツがしゅうとめのところへ帰ると、ナオミは、「娘よ、どうでしたか」と尋ねた。ルツはボアズがしてくれたことをもれな
く伝えてから、

K ルツ記
3:17 「この六杯の大麦は、あなたのしゅうとめのところへ手ぶらで帰すわけにはいかないとおっしゃって、あの方がくだ
さったのです」と言うと、

K ルツ記
3:18 ナオミは言った。「わたしの娘よ、成り行きがはっきりするまでじっとしていなさい。あの人は、今日中に決着がつかな
ければ、落ち着かないでしょう。」

K ルツ記
4:1 ボアズが町の門のところへ上って行って座ると、折よく、ボアズが話していた当の親戚の人が通り過ぎようとした。「引
き返してここにお座りください」と言うと、その人は引き返してきて座った。

K ルツ記 4:2 ボアズは町の長老のうちから十人を選び、ここに座ってくださいと頼んだので、彼らも座った。

K ルツ記
4:3 ボアズはその親戚の人に言った。「モアブの野から帰って来たナオミが、わたしたちの一族エリメレクの所有する畑地
を手放そうとしています。

K ルツ記

4:4 それでわたしの考えをお耳に入れたいと思ったのです。もしあなたに責任を果たすおつもりがあるのでしたら、この裁
きの座にいる人々と民の長老たちの前で買い取ってください。もし責任を果たせないのでしたら、わたしにそう言ってくだ
さい。それならわたしが考えます。責任を負っている人はあなたのほかになく、わたしはその次の者ですから。」「それで
はわたしがその責任を果たしましょう」と彼が言うと、

K ルツ記
4:5 ボアズは続けた。「あなたがナオミの手から畑地を買い取るときには、亡くなった息子の妻であるモアブの婦人ルツも
引き取らなければなりません。故人の名をその嗣業の土地に再興するためです。」

K ルツ記 4:8 その親戚の人は、「どうぞあなたがその人をお引き取りください」とボアズに言って、履物を脱いだ。

K ルツ記
4:9 ボアズはそこで、長老とすべての民に言った。「あなたがたは、今日、わたしがエリメレクとキルヨンとマフロンの遺産
をことごとくナオミの手から買い取ったことの証人になったのです。

K ルツ記
4:10 また、わたしはマフロンの妻であったモアブの婦人ルツも引き取って妻とします。故人の名をその嗣業の土地に再興
するため、また故人の名が一族や郷里の門から絶えてしまわないためです。あなたがたは、今日、このことの証人になっ
たのです。」

K ルツ記
4:13 ボアズはこうしてルツをめとったので、ルツはボアズの妻となり、ボアズは彼女のところに入った。主が身ごもらせた
ので、ルツは男の子を産んだ。

K ルツ記
4:14 女たちはナオミに言った。「主をたたえよ。主はあなたを見捨てることなく、家を絶やさぬ責任のある人を今日お与え
くださいました。どうか、イスラエルでその子の名があげられますように。

K ルツ記
4:15 その子はあなたの魂を生き返らせる者となり、老後の支えとなるでしょう。あなたを愛する嫁、七人の息子にもまさる
あの嫁がその子を産んだのですから。」

K ルツ記 4:16 ナオミはその乳飲み子をふところに抱き上げ、養い育てた。

K ルツ記
4:17 近所の婦人たちは、ナオミに子供が生まれたと言って、その子に名前を付け、その子をオベドと名付けた。オベドは
エッサイの父、エッサイはダビデの父である。
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K ルツ記 4:21 サルマにはボアズが生まれ、ボアズにはオベドが生まれた。

K ルツ記 4:22 オベドにはエッサイが生まれ、エッサイにはダビデが生まれた。

4/4 聖書Navi資料 2020/6/25


